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度によって 80％以上説明できた。また、座位形状では第 2 主成分に腹部の形状が抽出され、腹部の突
出が衣服設計上、特に配慮すべき重要な因子であることが明らかになった。 























するのが一般的だったが、近年 3D 計測重視の方向に移行している。しかし、手計測データと 3D 計
測データの整合に関する検討が十分には行われていないため、2004-2006 年に 3D 計測と手計測で日
本人の体格調査が行われたにもかかわらず、JIS 衣料サイズにおいては 20 年前の 1992-1994 年デー
タに基づいた規格をいまだ使用している。これらの問題を受け、第 2 章では静的物体の人台と応用と
して高齢者 30 名について 3D 計測データの信頼性の検証と、3D 計測データと手計測データの特徴と
その相違点について検討している。レーザーによる計測では光学的に小さく測られるという先行研究
があるが、生体における 3D 計測と直接計測との比較において、身長と肩先幅は直接計測データより

















今後の E コマースの進展を視野に大きな期待が寄せられている。第 5 章ではこうした現状を受け、第
3 章で導出した高齢者の体形別平均形状を用いて、コンピュータ上でタイトフィッティング法による
仮想立体裁断で衣服パターンを作成し、パターンの特徴について検討している。高齢者の衣服パター
ンの主な特徴として、脊椎の湾曲が大の屈身体型は、前丈より後丈が長く、前バスト幅より後バスト
幅が大きくなった。また肥満体型と後傾体型のパターンは、バストライン、ウエストライン、ヒップ
ラインが前・後中心線と直交しないことが明らかになった。屈身体型と後傾体型は、後ショルダーダ
ーツ量が多いことがわかった。これらの体形特徴はプリンセスラインパターンにおいては、サイドパ
ネルの形状を調整することで、対応が可能であることも確認された。 
 本論文の研究成果は、少子高齢社会でますます求められるであろう、パーソナル対応の衣服設計を
大きく前進させ、高齢者の QOL 向上にも資するものであり、本学の博士論文に相応しい内容と判断
した。 
 しかし、データ数が十分とは言えないため、今後はさらに多くのデータを構築して本研究の信頼性
を高めていくことを期待したい。また、座位形状をはじめ、さまざまな身体条件と姿勢の人々に対応
するバーチャルダイレクトパターンメーキングの実現に向けての応用研究も深めてほしい。 
 
